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大気重力波の中間圏・下部熱圏への影響について
Effects of Atmospheric Gravity Waves in the Mesosphere-Lower Thermosphere (MLT)
Region
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大気重力波は様々な過程により励起され、上方伝搬とともに運動量と力学エネルギーを輸送し、中層大気大循環の駆
動ならびに超高層大気における擾乱に深く関係している。ここでは、ラジオゾンデ、流星・ＭＦレーダー等の地上観測
およびＧＰＳ電波掩蔽データを用いて明らかにされた大気重力波の特性を報告する。特に、中間圏・熱圏下部（ＭＬＴ）
領域での半年周期振動、あるいはスポラディックＥ層と大気重力波の相関について議論する。
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